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編集後記：この7月，「天気」の編集委員会を失礼し，

米国コロラド州ボールダー市にあるNCAR（大気科学

研究センター）で開かれた「第6回コンピューターに

支援された気象学についての学習および遠隔学習に関

する国際会議（CALMeT2004）」に出席した．NCAR

は，大気科学分野の講座を持つ大学の共同利用施設で

あるが，研究の成果を広く社会に還元する活動にも重

点を置いている．CALMeTは，ほぽ10年前から始まっ

たコンピューターや通信技術が持つ特性をふんだんに

使った，気象学をより効率的に，しかも遠隔地にあっ

ても学習できるシステムを目指したプログラムであ

る．ここでいう気象学は天気予報技術をも含む広義の

概念である．対象者は，学生のみならず教師や一般人

である．米国では，このような学習システム作りが，

国家的事業として進められているようだ．例えば，気

象学の教育・学習サイトhttp：／／www．meted．ucar．edu

を始め，最近では，ほぼ5年をかけた地球システム教

育デジタル図書館（DLESE：Digital　Library　for

Earth　System　Education．http：／／www．dlese．org）を

リリースしている．

　CALMeT2004で，フランス，ドイツ，欧州気象衛

星機関，フィンランド，ロシア，ブラジルなどでも，

それぞれ国情に応じたシステム作りが行なわれている

のを目にした．なお，日本の気象衛星センターの解析

システムも紹介され，評価が高かった．

　眼を日本に転じると，気象学の研究や予報技術の開

発が大学や官庁などで日夜続けられているが，それら

の成果はともすると天気予報の発表に集約あるいは象

徴されがちであり，気象全般の普及活動はさほど活発

とはいえない．会議の帰路，なかなか太陽の落ちない

機内で，次々と眼下の北太平洋に展開される雲を眺め

ながら，JAMeT？（日本版の気象教育・学習システム）

が官学産（順不同）の共同で出来るのはいつの日かと，

幾たびかまどろんだ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（古川武彦）
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